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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 14,824 9.4 154 △62.1 137 △75.1 △32 ―
27年3月期第3四半期 13,544 △3.5 407 △24.1 549 △10.3 429 51.3

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 △301百万円 （―％） 27年3月期第3四半期 521百万円 （30.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 △3.35 ―
27年3月期第3四半期 43.81 43.70

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第3四半期 18,032 13,973 77.4 1,463.95
27年3月期 19,839 14,947 75.0 1,515.65
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 13,956百万円 27年3月期 14,879百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00
28年3月期 ― 12.00 ―
28年3月期（予想） 12.00 24.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
    連結業績予想の修正については、本日（平成28年２月３日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,060 6.6 370 △46.2 350 △59.6 70 △88.1 7.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対す
るレビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の説明については、
添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 10,170,300 株 27年3月期 10,167,300 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 636,807 株 27年3月期 349,807 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 9,579,522 株 27年3月期3Q 9,809,191 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の景気減速などを背景に、輸出・生産など一部に弱さ

がみられるものの、個人消費は堅調に推移し、設備投資についても、企業収益が改善を続けるなかで底堅い動きが

みられ、全体としては緩やかな回復基調が続いております。先行きについては、雇用・所得環境改善の傾向が続く

なかで、各種経済対策の効果などにより、緩やかに回復していくことが期待されているものの、中国の経済成長鈍

化など海外経済の下振れや原油価格の低下といった外部環境がわが国の景気を下押しするリスクも懸念されており

ます。 

当社グループの市場環境は引き続き厳しい競争下にありますが、新たな成長を見据え独自の付加価値強化によ

る収益性の向上及びアジアを中心とした成長市場への進出によりグローバルビジネスの拡大を図っております。 

具体的には、システムセグメントでは、主要商品である商品監視システムや入退室管理システムの付加価値強

化、ＲＦＩＤシステム、リテールソリューション、クラウド型無線ＬＡＮ等の新たな市場開拓、またTakachiho 

Fire ,Security & Services(Thailand)Ltd.が従来からタイにおいて展開していた防火システム事業を、Guardfire

社の買収によりＡＳＥＡＮ諸国全体に広げ、かつ高度防火システム事業に拡大させるなど、グローバル事業を拡大

しております。他方、デバイスセグメントでは、電子事業においては主に通信関係の新商材の拡販や各種半導体を

使用した基盤設計の提案を強化し、また産機事業では海外ＡＴＭ向け電子錠の拡販や新たに米国に機構部品の販路

を拡大するなどの戦略を展開し、グローバル市場での拡販に注力してまいりました。 

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、Guardfire社の損益計算書を新たに連結したこ

とに加え、システムセグメントの販売回復などにより、売上高は前年同期比9.4％増の148億24百万円となりまし

た。 

損益につきましては、円安などによる商品調達コストの増加や価格競争の激化により売上総利益が減少し、営業

利益は前年同期比62.1％減の１億54百万円となりました。経常利益は外貨建債権の評価などによる為替差損63百万

円が発生したことなどから前年同期比75.1％減の１億37百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益

は、第２四半期会計期間に発生していた投資有価証券評価損は解消したものの、法人税、住民税及び事業税が資産

譲渡により低く抑えられた前年と比較して４億61百万円減少し、32百万円の損失となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（システムセグメント） 

システムセグメントの売上高は、前年同期比23.4％増の81億97百万円、営業利益は商品調達コストの増加やの

れん償却コストの増加などから前年同期と比べて20百万円減少し１億18百万円の損失となりました。 

セキュリティ商品類では、第１四半期連結会計期間よりGuardfire社の損益計算書を連結したことに加え、Ｇ

ＭＳ（総合スーパーマーケット）向けＩＰカメラの販売が堅調に推移したことなどから、売上高は前年同期比

32.4％増の53億４百万円となりました。 

その他ソリューション商品類は、ＲＦＩＤシステムの売上が大型案件の後ろ倒しなどの影響により伸び悩む

一方で、マイナンバー関係書類の発送に向けたメーリング機器の大口案件を計上したことなどから、売上高は前

年同期比13.2％増の11億９百万円となりました。 

カストマ・サービス商品類は、前述のセキュリティ商品類、その他ソリューション商品類の販売増により、

設置料収入が増加したことなどから、売上高は前年同期比7.6％増の17億83百万円となりました。 

 

（デバイスセグメント） 

デバイスセグメントの売上高は、前年同期比4.0％減の66億26百万円、営業利益は円安や競争激化の影響を受

けたことなどにより前年同期比45.9％減の２億70百万円となりました。 

電子商品類では、ゲーム機、遊技市場向け商品の販売が苦戦したことやパソコン需要の減少などにより、売上

高は前年同期比2.4％減の26億45百万円となりました。 

産機商品類では、日本メーカーの海外向けＡＴＭへのスライドレールや電子錠、車載向けダンパーなどの機

構部品の販売が堅調に推移したものの、遊技市場縮小の影響を受けたことや大型案件先送りの影響などから、売

上高は前年同期比5.0％減の39億80百万円となりました。 

 

※ 第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、前年同四半期比較については、前年同四

半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。詳細は、「３．四半期連結財務諸表

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。これにより「カ

ストマ・サービスセグメント」を「システムセグメント」に含めて表示しており、前第３四半期連結累計期間の

「システムセグメント」の売上高は16億57百万円、営業利益は１億50百万円増加しております。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ18億７百万円減少し、180億32百万円
となりました。これは商品及び製品が５億22百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が10億82百万円、のれん
が５億78百万円、現金及び預金が５億97百万円減少したことなどによるものです。 

他方、負債は、前連結会計年度末と比べ８億33百万円減少し、40億58百万円となりました。これは支払手形及び

買掛金が７億20百万円減少したことなどによるものです。純資産は前連結会計年度末と比べ９億73百万円減少し、

139億73百万円となりました。これは自己株式が３億８百万円増加したことに加え、配当金の支払などにより利益

剰余金が３億46百万円、為替換算調整勘定が２億25百万円減少したことなどによるものです。自己資本比率は前連

結会計年度末から2.4ポイント上昇し、77.4％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期通期連結業績予想につきましては、売上高は当期よりGuardfire社を連結したことに加えて、セ

キュリティ商品類の売上増加などにより前期実績対比増収となる見通しです。 

しかしながら円安などによる商品調達コストの増加や外貨建て債権の時価下落などによる為替差損の発生に加

え、遊技市場縮小の影響を受けたことや、デバイスセグメント及びＲＦＩＤシステムにおいて大型案件先送りなど

の影響により、当初の予想を下回る見込みとなりました。これらの要因により通期連結業績予想を修正しておりま

す。 

 

詳細につきましては、本日（平成28年２月３日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。 

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金に与える影響は軽微であります。

 

（２）追加情報 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結子会社の決算日の変更）

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった、Guardfire Limited及びGuardfire Singapore Pte.Ltd.は

同日現在の財務諸表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、

第１四半期連結会計期間より決算日を３月31日に変更しております。この変更に伴う平成27年１月１日から平成27

年３月31日までの３ヶ月の損益については、利益剰余金の増減として調整しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,637 5,040 

受取手形及び売掛金 6,608 5,525 

有価証券 700 700 

商品及び製品 2,202 2,724 

その他 482 478 

貸倒引当金 △20 △9 

流動資産合計 15,609 14,458 

固定資産    

有形固定資産 360 339 

無形固定資産    

のれん 2,213 1,635 

その他 136 126 

無形固定資産合計 2,350 1,761 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,012 943 

その他 507 529 

貸倒引当金 － △0 

投資その他の資産合計 1,519 1,472 

固定資産合計 4,229 3,573 

資産合計 19,839 18,032 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,128 2,407 

未払法人税等 70 134 

賞与引当金 281 159 

役員賞与引当金 14 1 

その他 750 697 

流動負債合計 4,245 3,401 

固定負債    

退職給付に係る負債 579 586 

その他 67 71 

固定負債合計 646 657 

負債合計 4,892 4,058 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,207 1,208 

資本剰余金 1,169 1,169 

利益剰余金 12,405 12,059 

自己株式 △298 △607 

株主資本合計 14,483 13,829 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 293 250 

為替換算調整勘定 92 △132 

退職給付に係る調整累計額 9 9 

その他の包括利益累計額合計 396 127 

新株予約権 15 17 

非支配株主持分 51 0 

純資産合計 14,947 13,973 

負債純資産合計 19,839 18,032 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 13,544 14,824 

売上原価 9,970 11,201 

売上総利益 3,574 3,623 

販売費及び一般管理費 3,166 3,468 

営業利益 407 154 

営業外収益    

受取利息 1 2 

受取配当金 12 15 

為替差益 95 － 

受取補償金 17 9 

持分法による投資利益 － 0 

その他 18 22 

営業外収益合計 145 50 

営業外費用    

支払利息 0 1 

為替差損 － 63 

支払手数料 1 2 

持分法による投資損失 0 － 

その他 1 0 

営業外費用合計 3 67 

経常利益 549 137 

特別利益    

固定資産売却益 2 － 

投資有価証券売却益 0 23 

新株予約権戻入益 12 0 

受取和解金 20 － 

特別利益合計 35 23 

税金等調整前四半期純利益 585 160 

法人税、住民税及び事業税 74 189 

法人税等調整額 77 5 

法人税等合計 152 194 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 433 △34 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
3 △2 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
429 △32 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 433 △34 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 51 △43 

為替換算調整勘定 55 △223 

退職給付に係る調整額 △18 △0 

その他の包括利益合計 87 △267 

四半期包括利益 521 △301 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 517 △299 

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システム デバイス 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高          

外部顧客への売上高 6,643 6,901 13,544 － 13,544

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － －

計 6,643 6,901 13,544 － 13,544

セグメント利益又は損失（△） △97 500 402 4 407

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額４百万円は、連結調整額であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「システム」セグメントにおいて、Guardfire Limited及びGuardfire Singapore Pte. Ltd.の株式

を取得し、新たに連結の範囲に含めたため、のれんが発生しております。当該事象によるのれんの増

加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,697百万円であります。

なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないた

め、入手可能な合理的情報に基づき、暫定的に算定された金額であります。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システム デバイス 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高          

外部顧客への売上高 8,197 6,626 14,824 － 14,824

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － －

計 8,197 6,626 14,824 － 14,824

セグメント利益又は損失（△） △118 270 151 2 154

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額２百万円は、連結調整額であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来「システムセグメント」、「デバイスセグメント」、「カスト

マ・サービスセグメント」の３区分から、「システムセグメント」、「デバイスセグメント」の２区分

に変更しております。

海外事業の拡大を契機として従来のセグメント区分について見直しを行った結果、「システムセグメ

ント」で取扱う各商品類のシステム設計、納入設置・保守等を行っている従来の「カストマ・サービス

セグメント」を、「システムセグメント」の一連の事業として、統合・管理することが経営管理の実態

をより適正に表示するものと判断したことによるものであります。

なお、当第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したも

のを記載しております。
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４．補足情報

 販売実績

（単位：百万円）

区分 

前四半期 

（平成27年３月期 

第３四半期） 

当四半期 

（平成28年３月期 

第３四半期） 

  セキュリティ商品類 4,006 5,304

  その他ソリューション商品類 979 1,109

  カストマ・サービス商品類 1,657 1,783

  システム        計 6,643 8,197

  電子商品類 2,710 2,645

  産機商品類 4,190 3,980

  デバイス        計 6,901 6,626

計 13,544 14,824

（注）第１四半期連結会計期間より、従来「システムセグメント」、「デバイスセグメ

ント」、「カストマ・サービスセグメント」の３区分から、「システムセグメン

ト」、「デバイスセグメント」の２区分に変更しております。

   「カストマ・サービスセグメント」は、カストマ・サービス商品類として「シス

テムセグメント」に含めて、表示しております。

   なお、前第３四半期連結累計期間は、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。
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